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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　視標を提示する視標提示部と、検眼窓から光学部材を介して前記視標提示部の視標を視
認させることにより被検眼の自覚による検眼を検査する一対の検眼ユニットと、斜位検査
を行うための水平プリズムと垂直プリズムのどちらか一方を選択する選択ボタンと、この
選択ボタンの操作や操作部の操作に基づいて前記一対の検眼ユニットおよび前記視標提示
部を制御する制御装置とを備え、前記各検眼ユニットは、前記水平プリズムおよび垂直プ
リズムの他に異なる複数の光学部材を有し、前記制御装置からの制御信号に基づいてその
複数の光学部材のうち所定の光学部材を検眼窓に配置する自覚式検眼装置であって、
　前記斜位検査の種目がプリズム分離斜位検査モードの場合、
  垂直斜位の斜位検査が実行されている際中に、前記選択ボタンの操作により水平プリズ
ムが選択されたとき、垂直斜位検査モードから水平斜位検査モードへ移行し、
　前記視標提示部に提示されている垂直斜位検査用のチャートを水平斜位検査用のチャー
トに変更するとともに、
　検眼ユニットの検眼窓に配置されている水平プリズムを垂直プリズムに変更して一方の
検眼ユニットの検眼窓に配置し、他方の検眼ユニットの検眼窓に検査用水平プリズムを配
置することを特徴とする自覚式検眼装置。
【請求項２】
　視標を提示する視標提示部と、検眼窓から光学部材を介して前記視標提示部の視標を視
認させることにより被検眼の自覚による検眼を検査する一対の検眼ユニットと、斜位検査
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を行うための水平プリズムと垂直プリズムのどちらか一方を選択する選択ボタンと、この
選択ボタンの操作や操作部の操作に基づいて前記一対の検眼ユニットおよび前記視標提示
部を制御する制御装置とを備え、前記各検眼ユニットは、前記水平プリズムおよび垂直プ
リズムの他に異なる複数の光学部材を有し、前記制御装置からの制御信号に基づいてその
複数の光学部材のうち所定の光学部材を検眼窓に配置する自覚式検眼装置であって、
　前記斜位検査の種目がプリズム分離斜位検査モードの場合、
　水平斜位の斜位検査が実行されている際中に、前記選択ボタンの操作により垂直プリズ
ムが選択されたとき、水平斜位検査モードから垂直斜位検査モードへ移行し、
　前記視標提示部に提示されている水平斜位検査用のチャートを垂直斜位検査用のチャー
トに変更するとともに、
　検眼ユニットの検眼窓に配置されている垂直プリズムを水平プリズムに変更して一方の
検眼ユニットの検眼窓に配置し、他方の検眼ユニットの検眼窓に検査用垂直プリズムを配
置することを特徴とする自覚式検眼装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２の自覚式検眼装置であって、
　前記斜位検査の種目が偏光十字斜位検査モードまたは赤緑クロスリング斜位検査モード
の場合、
　前記視標提示部に十文字チャートまたは赤緑クロスリングチャートが表示され、
　一方の検眼ユニットの検眼窓に垂直方向と平行な偏光方向の偏光レンズが配置され、他
方の検眼ユニットの検眼窓に水平方向と平行な偏光方向の偏光レンズが配置され、または
、一方の検眼ユニットの検眼窓に赤フィルタが配置され、他方の検眼ユニットの検眼窓に
緑フィルタが配置され、
　前記選択ボタンの操作により水平斜位検査モードまたは垂直斜位モードへ移行したとき
、少なくともどちらか一方の検眼ユニットの検眼窓に配置されている検査用垂直プリズム
または検査用水平プリズムを検査用水平プリズムまたは検査用垂直プリズムに変更するこ
とを特徴とする自覚式検眼装置。
【請求項４】
　請求項１または請求項２の自覚式検眼装置であって、
  前記斜位検査の種目がマドックス斜位検査モードの場合、
　前記視標提示部に点光源が提示され、
  前記選択ボタンの操作により水平斜位検査モードまたは垂直斜位検査モードへ移行した
とき、検眼ユニットの検眼窓に配置されている垂直方向のマドックス小桿または水平方向
のマドックス小桿を水平方向のマドックス小桿または垂直方向のマドックス小桿に変更し
て一方の検眼ユニットの検眼窓に配置し、他方の検眼ユニットの検眼窓に検査用水平プリ
ズムまたは検査用垂直プリズムを配置することを特徴とする自覚式検眼装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、視標を提示する視標提示部と、検眼窓から光学部材を介して視標提示部の
視標を視認させることにより被検眼の自覚による検眼を検査する一対の検眼ユニットとを
備えた自覚式検眼装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、一対の検眼ユニットを備えた自覚式検眼装置が知られている（特許文献１参
照）。
【０００３】
　かかる自覚式検眼装置は、視標提示装置の視標提示部に視標を提示させ、検眼窓から光
学部材を介して視標提示部の視標を視認させることにより被検眼の自覚による検眼を検査
するようにしたものである。
【０００４】
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　また、このような自覚式検眼装置は、プリズム矯正検査の最中に水平プリズムや垂直プ
リズムを選択するための選択ボタンを有しており、この選択ボタンにより垂直プリズムか
ら水平プリズムへ、または水平プリズムから垂直プリズムへ変更することができるように
なっている。
【特許文献１】特開２００７－６１３８９０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　このような自覚式検眼装置にあっては、例えば水平斜位検査中に、選択ボタンにより垂
直プリズムを選択すると、水平プリズムから垂直プリズムへ変更される。しかし、このよ
うな選択をする場合には、単に水平プリズムから垂直プリズムへ変更するだけでなく、検
査自体も垂直斜位検査に変更したい場合である。
【０００６】
　しかしながら、選択ボタンにより垂直プリズムを選択しても、水平プリズムから垂直プ
リズムへ変更されるだけであり、垂直斜位検査に変更するには、登録済みの検査リストの
中から検査名を選択するか、選択ボタンを操作して検査用の水平プリズムから垂直プリズ
ムへ変更した後、手動操作でチャートの変更や補助光学部材（偏光板,赤緑フィルタ,マド
ックス小桿など）を変更する必要があり、その変更操作が面倒であった。
【０００７】
  この発明の目的は、水平斜位検査から垂直斜位検査や垂直斜位検査から水平斜位検査へ
の変更が簡単に行える自覚式検眼装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１の発明は、視標を提示する視標提示部と、検眼窓から光学部材を介して前記視
標提示部の視標を視認させることにより被検眼の自覚による検眼を検査する一対の検眼ユ
ニットと、斜位検査を行うための水平プリズムと垂直プリズムのどちらか一方を選択する
選択ボタンと、この選択ボタンの操作や操作部の操作に基づいて前記一対の検眼ユニット
および前記視標提示部を制御する制御装置とを備え、前記各検眼ユニットは、前記水平プ
リズムおよび垂直プリズムの他に異なる複数の光学部材を有し、前記制御装置からの制御
信号に基づいてその複数の光学部材のうち所定の光学部材を検眼窓に配置する自覚式検眼
装置であって、
　前記斜位検査の種目がプリズム分離斜位検査モードの場合、
  垂直斜位の斜位検査が実行されている際中に、前記選択ボタンの操作により水平プリズ
ムが選択されたとき、垂直斜位検査モードから水平斜位検査モードへ移行し、
　前記視標提示部に提示されている垂直斜位検査用のチャートを水平斜位検査用のチャー
トに変更するとともに、
　検眼ユニットの検眼窓に配置されている水平プリズムを垂直プリズムに変更して一方の
検眼ユニットの検眼窓に配置し、他方の検眼ユニットの検眼窓に検査用水平プリズムを配
置することを特徴とする。
　請求項２の発明は、視標を提示する視標提示部と、検眼窓から光学部材を介して前記視
標提示部の視標を視認させることにより被検眼の自覚による検眼を検査する一対の検眼ユ
ニットと、斜位検査を行うための水平プリズムと垂直プリズムのどちらか一方を選択する
選択ボタンと、この選択ボタンの操作や操作部の操作に基づいて前記一対の検眼ユニット
および前記視標提示部を制御する制御装置とを備え、前記各検眼ユニットは、前記水平プ
リズムおよび垂直プリズムの他に異なる複数の光学部材を有し、前記制御装置からの制御
信号に基づいてその複数の光学部材のうち所定の光学部材を検眼窓に配置する自覚式検眼
装置であって、
　前記斜位検査の種目がプリズム分離斜位検査モードの場合、
　水平斜位の斜位検査が実行されている際中に、前記選択ボタンの操作により垂直プリズ
ムが選択されたとき、水平斜位検査モードから垂直斜位検査モードへ移行し、
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　前記視標提示部に提示されている水平斜位検査用のチャートを垂直斜位検査用のチャー
トに変更するとともに、
　検眼ユニットの検眼窓に配置されている垂直プリズムを水平プリズムに変更して一方の
検眼ユニットの検眼窓に配置し、他方の検眼ユニットの検眼窓に検査用垂直プリズムを配
置することを特徴とする。
                                                                        
【発明の効果】
【０００９】
　この発明によれば、選択ボタンの操作だけで、水平斜位検査から垂直斜位検査や垂直斜
位検査から水平斜位検査への変更が簡単に行える。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、この発明に係わる自覚式検眼装置の実施の形態である一実施例を図面に基づいて
説明する。
【実施例】
【００１１】
　図１において、１は自覚式検眼装置を示す。この自覚式検眼装置１は、視標提示装置２
、コントローラ（制御装置）３、検眼装置本体４、検眼テーブル５、支柱６、支持アーム
７を有する（図２参照）。
【００１２】
　この支柱６は上下方向に伸縮可能に検眼テーブル５に取り付けられており、支持アーム
７は支柱６に水平回動可能に設けられている。
［検眼装置本体４］
　この検眼装置本体４は、図２に示すように支持アーム７の長手方向中間の水平部７ａに
固定された支持ケース８と、支持ケース８の下部側に配設したユニット支持体９と、ユニ
ット支持体９の下部に配設した左右対称形の検眼ユニット１０Ｌ，１０Ｒを有する。
【００１３】
　この検眼ユニット１０Ｌ，１０Ｒは、相対接近・離反できるようになっており、これに
より検眼ユニット１０Ｌ，１０Ｒの検眼窓Ｌｗ，Ｒｗの光軸間距離を被検者２２の瞳孔間
距離に合わせることができるようになっている。
【００１４】
  図１の被検者２２は、検眼ユニット１０Ｌ，１０Ｒの検眼窓Ｌｗ、Ｒｗを通じて視標提
示装置２の表示部（視標提示部）２ｂに提示される視標チャートを見ることにより各種の
検査を受けるものである。そして、検眼ユニット１０Ｌ，１０Ｒの検眼窓Ｌｗ、Ｒｗには
、各種の光学素子（光学部材）が配置され、これにより各種の検査が行えるようになって
いる。
【００１５】
　検眼ユニット１０Ｌ，１０Ｒは周知の通り左右対称構造であるので、左側の検眼ユニッ
ト１０Ｌ（被検者２２の左眼Ｅを検査する部分）についてのみ説明する。
【００１６】
　検眼ユニット１０Ｌ内には、図３に示す回転ディスク２５～２９が軸２４回りに回転可
能に設けられている。
【００１７】
　各回転ディスク２５～２９には、周回り方向に等間隔を開けて円形開口３０が設けられ
ており、各回転ディスク２５～２９の外周部にはギヤ２５Ｇ～２９Ｇが形成されている。
【００１８】
　各ギヤ２５Ｇ～２９Ｇには図示しない駆動ギヤが噛み合わされ、駆動ギヤはパルスモー
タＭ１～Ｍ６（図５参照）によって回転駆動される。
【００１９】
　回転ディスク２５の複数の円形開口３０には、検査用光学素子として、例えば０．２５
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Ｄずつ球面度数が異なる複数の球面度数レンズ（図示せず）が一枚ずつ嵌合されている。
また、回転ディスク２６の複数の円形開口３０には、３Ｄずつ球面度数の異なる複数の球
面度数レンズ（図示せず）が１枚ずつ嵌合されている。更に、回転ディスク２７の各円形
開口３０には、検査用光学素子として、乱視レンズ（図示せず）がそれぞれ嵌合されてい
る。
【００２０】
　また、図４に示すように、回転ディスク２８の円形開口３０Ｃには水平斜位検査用の水
平プリズム（水平補助光学部材：補助光学部材）５０が嵌合され、円形開口３０Ｄには垂
直斜位検査用の垂直プリズム（垂直補助光学部材：補助光学部材）５１が嵌合されている
。また、他の円形開口３０には、補正度数がそれぞれ異なる水平斜位検査用の検査用光学
素子である検査用プリズム（光学部材：検査用水平プリズム）がそれぞれ嵌合されている
。
【００２１】
  水平プリズム５０は提示された視標を水平方向に分離させるものであり、垂直プリズム
は提示された視標を垂直方向に分離させるものである。
【００２２】
  同様に、回転ディスク２９の円形開口３０（図３参照）には、補正度数がそれぞれ異な
る垂直斜位検査用の検査用光学素子である検査用プリズム（光学部材：検査用垂直プリズ
ム）がそれぞれ嵌合されている。
【００２３】
　なお、各回転ディスク２５～２９の円形開口３０には、矯正力をかけない状態での検眼
検査を行うために素通しとされているものが少なくとも１個ある。この素通しの開口３０
に符号３０Ａを付する。また、各回転ディスク２５～２９の円形開口３０には、素通し開
口３０Ａに隣接して被検者２２が視標チャートを視認することができないようにするため
、遮蔽板３０Ｂが設けられている。
【００２４】
［コントローラ３］
　検眼テーブル５には、図１に示すようにコントローラ３が載置されている。このコント
ローラ３は、図５に示すようにその内部にＣＰＵ（演算制御手段）４３と記憶手段として
のメモリ４４とを有する。コントローラ３は、操作部３ａ，マウス（選択手段）３ｂおよ
び液晶などからなるモニター用の表示部（表示手段）３Ｃとを備えている。
【００２５】
　ＣＰＵ４３は、図示しないインターフェースを介して検眼ユニット１０Ｌ（１０Ｒ）の
駆動制御部であるＣＰＵ４５、及び視標提示装置２の駆動制御部２ａに接続されている。
このＣＰＵ４５は、パルスモータ（駆動手段）Ｍ１～Ｍ６を駆動制御するようになってい
る。
【００２６】
　また、ＣＰＵ４３は、図６に示すように表示部３Ｃに表示される一覧チャート表３Ｃａ
のうちから所望の視標チャートを操作部３ａやマウス３ｂによって選択すると、視標提示
装置２の駆動制御部２ａを制御する。この制御により、視標提示装置２の表示部２ｂにそ
の選択した視標チャートが提示される。また、その選択された視標チャートに応じてＣＰ
Ｕ４３はＣＰＵ４５を介して検眼ユニット１０ＬのパルスモータＭ１～Ｍ６の駆動制御を
行い、これにより検眼ユニット１０Ｌ，１０Ｒの検眼窓Ｌｗ、Ｒｗにその選択された視標
チャートに対応した検査用光学素子が配置される。
【００２７】
[動　作]
　次に、このような構成の自覚式検眼装置１の動作を説明する。
　図１に示すように、検者４６は、検眼テーブル５の前の椅子５ａに被検者２２を着座さ
せると共に、支持アーム７を支柱６と一体に上下動させて、支持アーム７に吊下した検眼
装置本体４の検眼窓Ｌｗ，Ｒｗの高さを被検者２２の眼の高さに略合わせる。尚、被検者
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２２の瞳孔間距離は検眼ユニット１０Ｌ，１０Ｒの検眼窓Ｌｗ，Ｒｗの光軸間距離と一致
させてあるものとする。
【００２８】
［種目：プリズム分離斜位検査モード］
  そして、斜位を検査する場合、チャート一覧表３Ｃａから斜位検査に関連付けられたチ
ャートを選択する（他にも検査一覧から斜位検査を選択する方法もある）。斜位検査が実
行されると、この斜位検査を実行するのに必要な制御を行うためのボタンが集められた制
御ウインド（選択画面）３Ｃｄが表示される。
【００２９】
　選択画面３Ｃｄには、図８に示すように「水平／垂直」の文字（選択ボタン）３Ｃｄａ
と、マウス画像Ｕとプリズムを付加する方向をガイドする目的の画像Ｇａ,Ｇｂ,Ｇｃとが
表示される。
【００３０】
　このプリズム矯正検査中に選択ボタン３Ｃｄａを操作して垂直プリズムや水平プリズム
を選択すると、検眼ユニット１０Ｌ，１０Ｒの検眼窓Ｌｗや検眼窓Ｒｗに配置されている
水平プリズム,垂直プリズムが垂直プリズム,水平プリズムへ変更される。
【００３１】
　今、例えば、縦一列に数字（文字）が並べられた文字列チャート（視標チャート）１０
０を操作部３ａやマウス３ｂにより選択すると、この選択された文字列チャート１００が
視標提示装置２の表示部２ｂに提示される。また、コントローラ３の表示部３Ｃのモニタ
表示部３Ｃｂには、視標提示装置２の表示部２ｂに提示されている文字列チャート１００
が表示される。
【００３２】
　一方、コントローラ３は、文字列チャート１００が選択されたことにより、ＣＰＵ４５
を介して検眼ユニット１０ＬのパルスモータＭ１～Ｍ６の駆動制御を行い、回転ディスク
２８の垂直プリズム５１（図４参照）を検眼窓Ｌｗに配置させ、他の回転ディスクの素通
し開口３０Ａまたは所定の光学素子を検眼窓Ｌｗに配置させる。
【００３３】
　垂直プリズム５１が検眼ユニット１０Ｌの検眼窓Ｌｗに配置されると、図６に示すよう
に、コントローラ３の表示部３Ｃに表示されている検眼ユニット像１０ＬＳの検眼窓像Ｌ
ｗＳに垂直プリズム５１を示す垂直プリズム像５１Ｓが表示される。
【００３４】
　また、コントローラ３は、ＣＰＵ４５を介して検眼ユニット１０ＲのパルスモータＭ１
～Ｍ６の駆動制御を行い、回転ディスク２５～２９の素通し開口３０Ａや所定の光学素子
を検眼ユニット１０Ｒの検眼窓Ｒｗに配置させる。
【００３５】
　被検者２２は、検眼ユニット１０Ｌ，１０Ｒの検眼窓Ｌｗ，Ｒｗから視標提示装置２の
表示部２ｂに提示された文字列チャート１００を見ると、被検者２２の左右眼が正常で斜
位がなければ、図７に示すように、２つの文字列１００Ａ,１００Ｂが上下に一直線上に
並んで見えることになる。しかし、左右眼の少なくとも一方に例えば左方向の斜位があれ
ば、上の文字列１００Ｂが下の文字列１００Ａに対して左側にずれて見えることになる。
【００３６】
　検者４６は、被検者２２に文字列１００Ａ,１００Ｂがどのように見えるかを質問し、
図７に示すように文字列１００Ｂが実線で示すように、文字列１００Ａに対して左側にず
れて見えているという応答があった場合、図８に示すように選択画面３Ｃｄに表示されて
いる垂直分離画像Ｇａと垂直分離画像Ｇｂとが図７の実線で示す文字列１００Ａ,１００
Ｂに対応するので、この垂直分離画像Ｇａ,Ｇｂ側のマウス画像Ｕのクリックボタン画像
Ｕａに対応するマウス３ｂ（図１参照）のクリックボタン（図示せず）を操作する。逆に
、文字列１００Ｂが右にずれていた場合、マウス画像Ｕのクリックボタン画像Ｕｂに対応
したマウス３ｂのクリックボタンを操作する。
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【００３７】
　クリックボタン画像Ｕａに対応したクリックボタンの操作により、コントローラ３は検
眼ユニット１０ＲのパルスモータＭ５を制御して、回転ディスク２８の水平斜位検査用の
補正度数が最小の検査用レンズ（検査用水平プリズム）を検眼ユニット１０Ｒの検眼窓Ｒ
ｗに配置させる。この検査用レンズの補正度数がコントローラ３の表示部３Ｃに検査結果
として表示される。
【００３８】
　そして、被検者２２は上の文字列１００Ｂが下の文字列１００Ａに対して左側にずれて
見えている場合、検者４６は再度マウス３ｂのクリックボタンを操作する。この操作によ
り、コントローラ３は検眼ユニット１０ＲのパルスモータＭ５を制御して、先ほどの検査
レンズより補正度数が一段上の検査レンズを検眼ユニット１０Ｒの検眼窓Ｒｗに配置させ
る。このようにして、上下の文字列１００Ａ,１００Ｂが上下に一列となって見えるまで
マウス３ｂのクリックボタンを操作する。
【００３９】
　上下の文字列１００Ａ,１００Ｂが上下に一列となって見えたときの検査レンズの度数
が被検者の水平方向の斜位の度数となり、この度数が表示部３Ｃに表示される。
【００４０】
　この水平斜位検査モード中に、選択画面３Ｃｄの選択ボタン３Ｃｄａをクリックして垂
直プリズムを選択すると、コントローラ３は、垂直斜位検査モードを設定して表示部３Ｃ
のチャート一覧表３Ｃａから文字列チャート（視標）１０１を選択し、その文字列チャー
ト１０１を視標提示装置２の表示部２ｂに提示させる。すなわち、文字列チャート１００
から文字列チャート１０１に変更する。
【００４１】
　表示部３Ｃのモニタ表示部３Ｃｂには、図９に示すように視標提示装置２の表示部２ｂ
に提示されている文字列チャート１０１が表示される。また、選択画面３Ｃｄには、図１
１に示すようにマウス画像Ｕと水平分離画像Ｇ０,Ｇ１,Ｇ２が表示される。
【００４２】
　また、コントローラ３は、検眼ユニット１０ＲのパルスモータＭ５の駆動制御を行い、
回転ディスク２８の水平プリズム５０（図４参照）を検眼窓Ｒｗに配置させる。すなわち
、垂直プリズム５１から水平プリズム５０へ変更される。
【００４３】
  水平プリズム５０が検眼ユニット１０Ｒの検眼窓Ｒｗに配置されると、図９に示すよう
に、コントローラ３の表示部３Ｃに表示されている検眼ユニット像１０ＲＳの検眼窓像Ｒ
ｗＳに水平プリズム５０を示す水平プリズム像５０Ｓが表示される。
【００４４】
  さらに、コントローラ３は、検眼ユニット１０ＲのパルスモータＭ１～Ｍ４,Ｍ６の駆
動制御を行い、他の回転ディスクの素通し開口３０Ａまたは所定の光学素子を検眼窓Ｒｗ
に配置させる。
【００４５】
　被検者２２は、視標提示装置２の表示部２ｂに提示された文字列チャート１０１を検眼
ユニット１０Ｌ，１０Ｒの検眼窓Ｌｗ，Ｒｗから見ると、被検者２２の左右眼が正常で斜
位がなければ、図１０に示すように、鎖線および実線で示す２つの文字列１０１Ａ,１０
１Ｂが左右に一直線上に並んで見えることになる。しかし、左右眼の少なくとも一方に例
えば下方向の斜位があれば、左の文字列１０１Ｂが実線で示すように右の文字列１０１Ａ
に対して下側にずれて見えることになる。
【００４６】
  そして、検者４６は、上述と同様に左右の文字列１０１Ａ,１０１Ｂが左右に一列とな
って見えるまで、図１１に示すモニタ表示部３Ｃｂのマウス画像Ｕのクリックボタン画像
Ｕｂに合わせてマウス３ｂのクリックボタンを操作する。
【００４７】
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  クリックボタン画像Ｕｂに対応したクリックボタンの操作により、コントローラ３は検
眼ユニット１０ＬのパルスモータＭ５を制御して、回転ディスク２８の水平斜位検査用の
検査レンズ（水平検査プリズム）が度数の弱い順から検眼ユニット１０Ｌの検眼窓Ｌｗに
、クリックボタンが操作されるごとに順次配置されていく。
【００４８】
  すなわち、検眼ユニット１０Ｒの検眼窓Ｒｗに配置されていた垂直検査プリズムから、
検眼ユニット１０Ｌの検眼窓Ｌｗに配置される水平検査プリズムへ変更されることになる
。
【００４９】
　そして、左右の文字列１０１Ａ,１０１Ｂが左右に一列となって見えたときの検査レン
ズの度数が垂直方向の斜位の度数となる。
【００５０】
　同様に、垂直斜位検査モード中に選択画面３Ｃｄの選択ボタン３Ｃｄａをクリックして
水平プリズムを選択すれば、上記と同様にして文字列チャート１００が視標提示装置２の
表示部２ｂに提示され、回転ディスク２８の垂直プリズム５１が検眼窓Ｌｗに配置され、
検眼ユニット１０Ｒの検眼窓Ｒｗには検査用レンズが配置されていく。
【００５１】
  このように、垂直斜位検査モード中または水平斜位検査モード中に選択画面３Ｃｄの選
択ボタン３Ｃｄａをクリックして水平プリズムまたは垂直プリズムを選択すると、水平斜
位検査モードまたは垂直斜位検査モードとなり、文字列チャート１００または文字列チャ
ート１０１が視標提示装置２の表示部２ｂに提示され、さらに、検眼ユニット１０Ｌの検
眼窓Ｌｗに垂直プリズム５１が、または検眼ユニット１０Ｒの検眼窓Ｒｗに水平プリズム
５０が配置され、他方の検眼窓Ｒｗ,Ｌｗには検査レンズが配置されていくので、水平斜
位検査モード中から垂直斜位検査へあるいは垂直斜位検査モード中から水平斜位検査への
切り換えが容易に行われ、それら斜位検査をスムーズに進めることができ、このため、検
査の途中で不必要な像を提示してしまうことがなく、検眼への悪影響を与えずに検眼を行
うことができる。
【００５２】
　上記実施例では、文字列チャート１００,１０１を提示して斜位を検査するようにして
いるが、例えば、図１８および図１９に示すように、視力チャートの一部にマスクを掛け
て視標提示装置２の表示部２ｂに提示させて斜位の検査を行うようにしてもよい。また、
ランドルト環の視力チャートであってもよい。
【００５３】
［偏光十字斜位検査モード］
　次に、偏光十字斜位検査モードが設定されている場合について説明する。
【００５４】
　偏光十字斜位検査モード中では、図１２に示すように、コントローラ３の表示部３Ｃの
モニタ表示部３Ｃｂには十文字チャートが表示され、視標提示装置２の表示部２ｂには十
文字チャートが提示される。
【００５５】
　この十文字チャートの縦のラインと横のラインとには互いに偏光方向が直交する偏光フ
ィルタが貼られている。
【００５６】
　検眼ユニット１０Ｒの検眼窓Ｒｗには例えば垂直方向と平行な偏光方向の偏光レンズを
配置し、検眼ユニット１０Ｌの検眼窓Ｌｗには水平方向と平行な偏光方向の偏光レンズを
配置し、検眼ユニット１０Ｒ,１０Ｌの検眼窓Ｒｗ,Ｌｗのどちらか一方又は両方に検査プ
リズムを配置していく。
【００５７】
　この場合、検眼ユニット１０Ｒ,１０Ｌの検眼窓Ｒｗ,Ｌｗから十文字チャートを見たと
きに、縦線と横線が十字を形成するように、水平斜位検査モードであれば、検査レンズは
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水平斜位用の検査用水平プリズムを配置して、水平斜位の検査を行っていく。
【００５８】
　この水平斜位検査モード中に、図１２に示す選択画面３Ｃｄの選択ボタン３Ｃｄａをク
リックして垂直プリズムを選択すると、検眼ユニット１０Ｒ,１０Ｌの検眼窓Ｒｗ,Ｌｗの
どちらか一方又は両方に、垂直斜位用の検査用垂直プリズムが配置されていき、垂直斜位
の検査が行われていく。すなわち、検査用水平プリズムから検査用垂直プリズムへ変更さ
れる。
【００５９】
　この場合、視標提示装置２の表示部２ｂの十文字チャートや、検眼ユニット１０Ｒ,１
０Ｌの検眼窓Ｒｗ,Ｌｗの偏光レンズの変更は行われない。また、コントローラ３の表示
部３Ｃのモニタ表示部３Ｃｂには、図１３に示す画像が表示される。
【００６０】
　垂直斜位検査モード中に、図１３に示す選択画面３Ｃｄの選択ボタン３Ｃｄａをクリッ
クして水平プリズムを選択した場合も、上記と同様に、検眼ユニット１０Ｒ,１０Ｌの検
眼窓Ｒｗ,Ｌｗのどちらか一方又は両方に、水平斜位用の検査プリズムが配置されていき
、水平斜位の検査が行われていく。
【００６１】
　このように、検者はクリックするだけで、自動的に所望の検査プリズムが配置されてい
くので、斜位検査をスムーズに進めることができ、このため、検査の途中で不必要な像を
提示してしまうことがなく、検眼への悪影響を与えずに検眼を行うことができる。
【００６２】
［赤緑クロスリング斜位検査モード］
　赤緑クロスリング斜位検査モードが設定されている場合、図１４に示すように、コント
ローラ３の表示部３Ｃのモニタ表示部３Ｃｂには二重丸の中に十字を示した赤緑クロスリ
ングチャートが表示され、視標提示装置２の表示部２ｂには赤緑クロスリングチャートが
提示される。
【００６３】
　検眼ユニット１０Ｒの検眼窓Ｒｗには赤色の赤フィルタ（補助光学部材）が配置され、
検眼ユニット１０Ｌの検眼窓Ｌｗには緑色の緑フィルタ（補助光学部材）が配置される。
そして、検眼ユニット１０Ｒ,１０Ｌの検眼窓Ｒｗ,Ｌｗのどちらか一方又は両方に検査用
レンズである検査用プリズムを配置していく。
【００６４】
　この場合、検眼ユニット１０Ｒ,１０Ｌの検眼窓Ｒｗ,Ｌｗから赤緑クロスリングチャー
トを見たときに、二重丸の中心に十字が入るように、水平斜位検査モードであれば、検査
レンズは水平斜位用の検査用水平プリズムを配置して、水平斜位の検査を行っていく。
【００６５】
　この水平斜位検査モード中に、図１４に示す選択画面３Ｃｄの選択ボタン３Ｃｄａをク
リックして垂直プリズムを選択すると、検眼ユニット１０Ｒ,１０Ｌの検眼窓Ｒｗ,Ｌｗの
どちらか一方又は両方に、垂直斜位用の検査用垂直プリズムが配置されていき、垂直斜位
の検査が行われていく。すなわち、検査用水平プリズムから検査用垂直プリズムに変更さ
れる。
【００６６】
　この場合、視標提示装置２の表示部２ｂに提示されている赤緑クロスリングチャートや
、検眼ユニット１０Ｒ,１０Ｌの検眼窓Ｒｗ,Ｌｗの赤・緑フィルタの変更は行われない。
また、コントローラ３の表示部３Ｃのモニタ表示部３Ｃｂには、図１５示す画像が表示さ
れる。
【００６７】
　垂直斜位検査モード中に、図１５に示す選択画面３Ｃｄの選択ボタン３Ｃｄａをクリッ
クして水平プリズムを選択した場合も、上記と同様に、検眼ユニット１０Ｒ,１０Ｌの検
眼窓Ｒｗ,Ｌｗのどちらか一方又は両方に、水平斜位用の検査用水平プリズムが配置され
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ていき、水平斜位の検査が行われていく。
【００６８】
　このように、検者はクリックするだけで、自動的に所望の検査プリズムが配置されてい
くので、斜位検査をスムーズに進めることができ、このため、検査の途中で不必要な像を
提示してしまうことがなく、検眼への悪影響を与えずに検眼を行うことができる。
［マドックス斜位検査モード］
　マドックス斜位検査モードが設定されている場合、図１６に示すように、コントローラ
３の表示部３Ｃのモニタ表示部３Ｃｂには白丸が表示され、視標提示装置２の表示部２ｂ
には点光源が提示される。
【００６９】
　検眼ユニット１０Ｌの検眼窓Ｌｗには、水平斜位検査モードであれば水平方向のマドッ
クス小桿が配置される。このマドックス小桿により、左眼では点光源が左右方向に延びた
直線として見え、右眼では点光源が見えることになる。この直線と点光源の位置とに基づ
いて水平斜位検査を行っていく。また、表示部３Ｃの検眼ユニット像１０ＬＳの検眼窓像
ＬｗＳにはマドックス小桿像Ｇ１が表示される。
【００７０】
　すなわち、直線と点光源の位置が一致するように、検眼ユニット１０Ｒの検眼窓Ｒｗに
水平斜位用の検査用水平プリズムを配置して、水平斜位検査を行っていくものである。
【００７１】
　この水平斜位検査モード中に、図１６に示す選択画面３Ｃｄの選択ボタン３Ｃｄａをク
リックして垂直プリズムを選択すると、検眼ユニット１０Ｒの検眼窓Ｒｗに垂直方向のマ
ドックス小桿が配置され、検眼ユニット１０Ｌの検眼窓Ｌｗに垂直斜位用の検査用垂直プ
リズムが配置されていき、垂直斜位の検査が行われていく。
【００７２】
　この場合、マドックス小桿と検査プリズムを変更するだけで、視標提示装置２の表示部
２ｂに提示する点光源の変更はない。また、コントローラ３の表示部３Ｃのモニタ表示部
３Ｃｂには、図１７示す画像が表示される。
【００７３】
　垂直斜位検査モード中に、図１７に示す選択画面３Ｃｄの選択ボタン３Ｃｄａをクリッ
クして水平プリズムを選択した場合も、上記と同様に、検眼ユニット１０Ｌの検眼窓Ｌｗ
に水平方向のマドックス小桿が配置され、検眼ユニット１０Ｒの検眼窓Ｒｗに水平斜位用
の検査プリズムが配置されていき、水平斜位の検査が行われていくことになる。
【００７４】
　このように、検者はクリックするだけで、自動的に所望のマドックス小桿と検査プリズ
ムが所定の検眼窓Ｌｗ,Ｒｗに配置されていくので、斜位検査をスムーズに進めることが
でき、このため、検査の途中で不必要な像を提示してしまうことがなく、検眼への悪影響
を与えずに検眼を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００７５】
【図１】この発明に係る自覚式検眼装置の使用状態を示す斜視図である。
【図２】図１の検眼装置本体の拡大説明図である。
【図３】回転ディスクの説明図である。
【図４】他の回転ディスクの説明図である。
【図５】検眼装置の制御系の構成を示した説明図である。
【図６】表示部に表示される画面の一例を示した説明図である。
【図７】文字列が上下に分離された状態を示した説明図である。
【図８】表示部に表示される画像を示した説明図である。
【図９】表示部に表示される画面の他の例を示した説明図である。
【図１０】文字列が横に分離した状態を示した説明図である。
【図１１】表示部に表示される画像を示した説明図である。
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【図１２】偏光十字斜位検査モードのときの表示部に表示される画像を示し　　　　　　
　た説明図である。
【図１３】水平斜位から垂直斜位へ変更されたときの表示部に表示される画　　　　　　
　像を示した説明図である。
【図１４】赤緑クロスリング斜位検査モードのときの表示部に表示される画　　　　　　
　像を示した説明図である。
【図１５】水平斜位から垂直斜位へ変更されたときの表示部に表示される画　　　　　　
　像を示した説明図である。
【図１６】マドックス斜位検査モードのときの表示部に表示される画像を示　　　　　　
　した説明図である。
【図１７】水平斜位から垂直斜位へ変更されたときの表示部に表示される画　　　　　　
　像を示した説明図である。
【図１８】マスクを掛けた視力表を示した説明図である。
【図１９】他のマスクを掛けた視力表を示した説明図である。
【符号の説明】
【００７６】
　２　　    視標提示装置
　３        コントローラ（制御装置）
　３Ｃ      表示部
　１０Ｒ    検眼ユニット
　１０Ｌ    検眼ユニット

【図１】 【図２】
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【図５】 【図１０】
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【図８】
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【図１９】
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